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平成１９年あいさつ１００％の推進

学 校 だ よ り ９月 ＮＯ．６
広島市立船越小学校 平田健三http://www.funakoshi-e.educity.hiroshima.jp/

コミュニケーション，かかわりあい を大切に

９月スタート

久しぶりに学校に子どもたちの元気な声がこだまします。長い夏休み、子どもたちは

いろいろな経験を積んで一回りも、二回りも成長していることでしょう。休み期間中、

保護者、地域の皆様方にはいろいろとお世話になりました。心よりお礼申しあげます。

学校は、東校舎の外壁補修、塗装工事も終了し、外観は大変美しくなりました。次年

度には中校舎、西校舎も同じようになればと工事の継続に期待をしています。

さて 「教育再生」とか「学校改革」とかが叫ばれている今日ですが、教育は子ども、

としっかり向き合うことが肝要。また授業力向上が教師の最大の責務と自覚し、確かな

学力、豊かな心の育成に向け、これからもみんなで頑張ります。よろしくお願いいたし

ます。

あいさつ１００％のさらなる推進を

連日の猛暑の中で繰り広げられた夏の全国高校野球大会。広島県代表の広陵高校の大

活躍は私たちに大きな感動を与えてくれました。

広陵高校野球部は「感謝」の気持ちをモットーにして日々の練習に取り組んでいると

のこと。監督やコーチから厳しい叱責を受けたときも 「すみません」とか「ごめんな、

さい」とかは言いません 「ありがとうございます」と言うのです。僚生活している部。

員は食事のときには、食事を作ってくださる方たちに感謝の念を、自分で洗濯をすると

きには、改めて親の有り難さ、感謝の念を強く持つのだそうです 「野球をとおして人。

として一番大切なことを教える」という指導方針に感銘を受けました。

船越小学校が推進している「あいさつ１００％運動」も、人を大事にしよう、よりよ

い人間関係をつくろう、周囲の人への感謝の気持ちを大切にしよう、という精神が基盤

にあります。このようなことを意識させつつこれからもあいさつ１００％を推進してい

きたいと思います。

船越小６年 上田光広消しゴムで 消せない一言 その重さ
。広島市市民局人権啓発部発行の広報誌に人権標語の入賞作品として掲載されました

５，６年全児童が人権について考え、一人一人の思いを標語で表現しました。このこ

とに大きな意義を感じています。
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広島市児童水泳記録会

５０ 自由形M

５年 木下 周作 ６年 勢越 大樹

上垣内 孝 渡邉 徳人 ８月４日（土）にビッグウエーブで広島市

小迫 優実 荒谷 真奈 児童水泳記録会が開催されました。

鳥井原彩香 本校からは、左記の児童１２人が出場しま

した。立派な会場で、大勢の観客が見守る中

５０ 平泳ぎ での記録会です。電光掲示板に名前、学校名M
が、場内アナウンスとともに紹介されます。

５年 元重 良明 ６年 春名 雄大 さぞかし緊張したことと思いますが、参加選

築地 健斗 手全員が練習の成果を発揮し、自己記録更新

平野 里佳 というすばらしいがんばりを見せました。

大本 佳奈 この経験は子どもたちに大きな自信をもた

らせたことでしょう。
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